
～創意に富み 思いやりのある
信頼される病院をめざして～

基本理念

地域医療連携室ニュース 第57号 ２０１5年10月

秋晴れの候、朝夕と少し肌寒くなってまいりましたが、地域の医療機関様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。
今月の地域医療連携室ニュースでは、第5回池田市民健康フォーラムの模様と、先日お知らせいたしました第14回市立池
田病院地域連携消化器病研究会の様子をお届けいたします。

第14回市立池田病院地域連携消化器病研究会
大阪マルビル
大阪ホテル6階

モナーク

平成27年9月12日(土) 、第14回市立池田病院地域連携消化器病研

究会を開催いたしました。総勢60名の参加となりました。千葉大学

大学院医学研究院より横須賀收先生をお招きし、Ｃ型肝炎治療の最近

の潮流についてご講演いただきました。会終了後の情報交換会でも、

様々な交流があり、たいへん貴重な場となりました。今後も地域医療

連携の発展を目指し、このような場を開催していきますので、多数の

ご参加をお待ちしております。また、今回の研究会に出席・講演いた

しました当院の消化器外科部長である赤丸医師について、下記にて改

めてご紹介をさせていただきたいと思いますのでご覧下さい。

新任医師のご紹介

消化器外科 部長
赤丸 祐介

1993年 大阪大学医学部卒 大阪大学第１外科入局
1994年 大阪労災病院 外科研修医
1996年 国立療養所（現国立病院機構）刀根山病院 外科レジデント
1997年 大阪大学大学院医学系研究科 大学院生
2002年 同卒（医学博士取得）
2003年 大阪厚生年金病院（現地域医療機能推進機構大阪病院）

外科医長
2011年 同外科部長
2015年 市立池田病院 消化器外科部長

日本外科学会 指導医 日本消化器外科学会 指導医
日本消化器病学会 専門医 日本食道学会 食道科認定医
日本内視鏡外科学会 技術認定医

略歴

ご挨拶
私の専門分野は、上部消化管の手術および化学療法、そして内視鏡外科です。胃癌手術において

も傷が小さく体に負担が少ない腹腔鏡手術の需要は高まってきています。しかし胃癌腹腔鏡手術は

手技が難しいため習得には経験を要し、まだまだ施設間、術者間の格差が大きいのが現状です。

私は前施設において10年前より腹腔鏡胃癌手術に取り組み、現在まで200例以上を経験し、

2010年には日本内視鏡外科学会技術認定を取得しています。市立池田病院でも積極的に導入して

いきたいと考えています。また、切除不能進行胃癌はいまだに予後不良な疾患です。最近になって

画期的な効用を持った新規抗癌剤が相次いで登場し、胃癌に対する化学療法もますます複雑で専門

的な知識が必要となってきています。私は胃癌化学療法にも精通しており、手術も組み合わせた集

学的治療の実践を心がけています。早期癌から進行癌まで、症例に応じた最適な治療を提供してい

きたいと考えていますので、ご紹介をよろしくお願い致します。

学会関係

新任医師のご紹介

※赤丸医師の地域予約は水曜日の午後となっております。



市立池田病院 市民公開講座
～切れ目のない医療のネットワークと質の高い医療をめざして～

「市立池田病院消化器内科における
胃がん・大腸がん・膵がんの診断と治療について」

第5回池田市民健康フォーラム
池田市保健福祉
総合センター4階

大会議室

市立池田病院 消化器内科部長

中原 征則

アンケート集計結果

アンケート回収53名 回収率71.6％

第5回池田市健康フォーラムにおきまして、当院は消化器内科の中原部長による市民公開講座を開催させていただきま
した。参加人数は74名でした。また、去年に引き続きまして、ご来場いただいた方々にアンケートのご協力をお願いし
ました。今回も数多くの方々から参考になったとのお返事をいただけました。詳しい結果を一部抜粋して掲載しておりま
すのでご覧下さい。

発行・編集：市立池田病院 地域医療連携室 事務局

問い合わせ：072-754-6379（直通） 発行日：平成 27 年 9 月 30 日

平成27年度市民公開講座
-これだけは知っておこう 病気・治療の豆知識40分講演-

院内東館
2Ｆ講堂

§ Ｃ型肝炎の新しい治療§
消化器内科 福田 和人 主任部長

開催日

9月16日(水)

参加人数

89名

第34回となる今回の市民公開講座は、消化器内科の福田主任部長による講演でした。お足元の悪い中、89名もの方々
にご参加いただきました。また、講演後の質疑応答では、来場者からＣ型肝炎に関する多くの質問があり、とても有意義
な場となりました。


